
3次元点群データの差分解析
による変位の可視化技術 TDVTDV

■国土交通省点検支援技術性能カタログ　計測・モニタリング技術（トンネル）：ＴＮ０３００２１

※トンネル点検システム「ロードビューワ」（覆工撮影～調書作成） TN010012

47.5m 58.0m 68.5m 79.0m 89.5mS005 S006 S007 S008

スパン延長10.5m スパン延長10.5m スパン延長10.5m スパン延長10.5m

47.5m 58.0m 68.5m 79.0m 89.5mS005 S006 S007 S008

スパン延長10.5m スパン延長10.5m スパン延長10.5m スパン延長10.5m

＋5以上

＋4

＋3

＋2

＋1

　0

－1

－2

－3

－4

－5以下

（mm/年）

○○トンネル路面（覆工スパン5～8） Ｃ→Ａ年の比較点群データ

○○トンネル路面（覆工スパン5～8） Ｃ→B年の比較

差
分
解
析

C年

B年

A年

トンネルの覆工面や路面の3次元点群データを比較したヒートマップを
トンネル損傷図向けに変換し変形量を可視化する

トンネルの健全性の診断に必要な情報を把握する技術です。
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　覆工スパン等の広範囲の
解析に加え、ひび割れ沿い等
のスポット解析が可能なため、
診断精度の向上が期待できます。

　トンネル点検システム「ロード
ビューワ※」のビューワ機能を
用いると損傷図、展開画像と
見比べることも可能となります。


